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～初代元忠から12代忠宝、そして子爵３代～

　　　　　　　　　　　　　　　　10月15日(上ト12月18日(日)

　　　　　　　　　　　　　　　　壬生町立歴史民俗資料館

　歴史民俗資料館では合併50年を記念し「大名鳥居家展」を開催します。初代元忠から12代忠宝、そして

子爵３代までの由緒ある品々をとりあげます。記念すべき年に、徳川名門の譜代たる大名鳥居家の偉業をご

覧下さい（関連記事２～３頁）。
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企
画

展

大

居
家
展

～
初
代
元
忠
か
ら
十
二
代
忠
宝
、
そ
し
て
子
爵
三
代
～

止｢本小札白紫段威胴丸皆具｣京都井伊美術館所蔵

　11代鳥居忠宝所用。室町時代の胴丸

　を模した復古鎧といわれ、大名のお

　召具足に相応しい豪華なもの。

　
壬
生
町
は
今
年
、
合
併
5
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
ま
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
第
1
6
回
企

画
展
『
大
名
鳥
居
家
展
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
鳥
居
家
は
、
徳
川
家
康
と
と
も
に
活
躍
し
た
譜
代

の
重
臣
で
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
後
も
幕
政
の
要

職
に
就
い
た
大
名
で
す
。
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
と

忠告

正
1
8
年
（
↓
５
９
０
）
、
元
恋
が
城
主
と

に
人
封
し
、
以
後
、
恋
歌
、
史
伝
、
忠
春
、

６
代
、
約
1
2
0
年
間
に
わ
た
っ
て
陸
奥
磐

▲｢鉄錆地椎実形兜｣精忠神社所蔵

　初代鳥居元忠所用。ｲ犬見城において

　討ち死にした際に着用した兜。

城
平
、
出
羽
山
形
、
信
濃
高
遠
、
能
登
下
村
、
近
汗

水
日
誌
藩
を
治
め
、
城
下
町
の
発
展
の
基
礎
を
築
き
、

正
徳
２
年
（
１
７
１
２
）
忠
英
の
時
に
下
野
壬
生
へ

入
封
と
な
り
ま
し
た
。
鳥
居
室
時
代
の
壬
生
で
は
、

城
下
町
の
整
備
や
改
築
、
文
教
政
策
の
確
立
な
ど
が

行
わ
れ
、
関
東
譜
代
と
し
て
の
壬
生
藩
の
地
位
が
築

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
６
代
古
英
（
壬
生
藩
初
代
）

は
文
教
政
策
と
殖
産
興
業
に
努
め
、
８
代
古
意
は
将

軍
家
斉
の
老
中
職
と
し
て
幕
政
を
支
え
、
Ｈ
代
古
挙

は
藩
政
改
革
を
実
施
す
る
な
ど
幕
政
、
藩
政
に
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
本
腰
は
大
名
鳥
居
家
に
伝

来
し
て
き
た
資
料
を
核
に
し
な
が
ら
、
そ
の
鳥
居
家

の
実
像
に
迫
る
歴
史
展
で
す
。

ｉ
ず
よ
孝
遂
丿

淑
計
Å
怯
す
竹
呉
え

必
で
可
や
具
刈
左
公
力

￥
ｌ
ｆ
]
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愧
封
ｉ
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鮮
寸

屑
拘
み
４
白

水
恚
か
亨
サ
　
良
字
秀
ｌ
ｔ

　
ハ
タ
肯
よ

　
　
パ
豺
七

翼
ぷ
今
才

▲「鳥居元忠筆能番組」個人蔵
　初代鳥居元忠真筆。元忠が「能」を演じる演目と役

　者を記した能番組。

▲重要文化財｢鳥居忠政寄進状｣飯野家所蔵

　２ｲ戈鳥居忠政策。憲政が残した数少ない資料の一つ。

２
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　関　達　企　．画

[徳川恒孝氏による特別講演会]

　　　　白石宗靖　　　　　徳川　恒孝

目　時:10月30日（日）午後２時～４時

テーマ：「（仮題）徳川将軍家と大名鳥居家」

　第１部　　　　　
つねなり

　　講演会：徳行|亘孝氏

　　　　　　　　（徳川宗家18代当主・徳川記念財団理事長）

　第２部

　　歴史対談：徳行|亘孝氏

　　　　　　　　白石宗靖氏

　　　　　　　　（漢字文化振興会事務局長）

会　場：壬生町立壬生中央公民館・中ホール

＊聴講ご希望の方は、整理券を発行しますので、壬生町立

　歴史民俗資料館までお越しください。

　入場無料　定員300人（受付は10月１日田より）

［展　示　構　成　］
第１章　鳥居元忠

　　　　　　一鳥居家中興の祖

第ｎ章　鳥居家歴代

　　　　　　－2代忠政から12代忠宝

第Ⅲ章　子爵３代

　　　　　　一明治以後の鳥居宗家

〈開館時間〉午前９時～午後５時

　　　　　　[ただし火曜日は午後１時から]

〈休館日〉月曜日

〈観覧料〉一般200円、中学生以下無料、

　　　　　　身体障害者手帳をお持ちの方とその

　　　　　　介護者１名は無料

〈主　　催〉壬生町、壬生町教育委員会

ヤ
ノ
4
1
奪

貧
　
レ
言
三

▲｢有爵者(子爵)大礼服｣常楽寺所蔵

　14代鳥居忠一着用。華族令の公

　布の後、子爵を授けられた。

　
今
回
は
、
初
代
元
恋
か
ら
最
後
の
藩
主
1
2
代
恋
宝

ま
で
の
由
緒
の
品
々
か
ら
、
さ
ら
に
明
治
以
降
の
1
3

　
た
だ
ふ
み
　
　
　
た
だ
か
ず
　
　
　
た
だ
ひ
ろ

代
恋
文
、
Ｈ
代
忠
一
、
1
5
代
恋
情
の
子
爵
時
代
ま
で

の
資
料
1
6
0
点
（
重
要
文
化
財
を
含
む
）
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭

和
へ
と
続
く
近
世
・
近
代
の
歴
史
を
、
新
し
い
視
点

で
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
合
併
5
0
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
、
徳
川
名
門
の
譜
代
た
る
大
名

鳥
居
家
の
偉
業
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

ｌ

一

一

▲重要美術品｢朱塗銀細藤花文大小拵｣個人蔵

　初代鳥居元忠所持。ｲ犬見城において討ち死に

　　　　　　　　　　　　　　　　　こしらえ　した際に所持していた大小拵。



脳
卒
中
と
は

　
脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
つ
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
脳
の
障
害
が
お
こ
る
病
気
で
す
。

　　　　●脳卒中の種類

　　　　一過性脳虚血発作

　脳梗塞の症状が短時間（24時間）のうち

に消失するもの。放置すると約３分の１が本

格的な脳梗塞を発症するといわれています。
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　脳出血

出血するタイ

プが｢脳出血｣

脳梗塞

詰まるﾀｲﾌﾟ

X

が｢脳梗塞｣

　
脳
内
の
細
い
血
管
が
破
れ
て

出
血
し
た
り
、
脳
動
脈
の
動
脈

瘤
が
破
裂
し
て
く
も
膜
下
に
出

血
（
く
も
膜
下
出
血
）
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

薗礼

　
動
脈
硬
化
で
、
脳
の
血
管
の
内
側
が
狭
く
な
り
、
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
、
血
栓
（
血
液
の
塊
）
が
詰
ま
る
こ
と
で
、

脳
の
細
胞
が
死
に
ま
す
。

　
前
ぶ
れ
症
状
（
一
過
性
脳
虚
血
発
作
）
が
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
症
状
を
感
じ
た
約
３
割
の
人
が
後
で
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
注
意
し
て
、
は
や
め
に
専
門

医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　目の異常

⑤片方の目が見えなくなる

⑥物が二重に見える

　　∧　ら仁ｹﾞx'lf77)
　　や二刄ﾌ))

言ｉ

⑩叉合yyyい　ふ

万温ぷ7｀

　菅八

脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
に

　
①
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
を
改
善
す
る
　
②
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
寒
暖
差
は
大
敵
で
す

　
③
食
物
繊
維
を
と
っ
て
便
秘
を
解
消
し
よ
う
　
④
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
を
し
よ
う

　
⑤
禁
煙
を
心
が
け
よ
う

-

ﾙMlty

高脂血症

………;　１

脳卒中の３大因子

高血圧

４

62号

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
し
の
ぎ
や
す
い
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
厚
生
労
働
省
は
「
良
い
生
活
習
慣
は
、

気
持
ち
が
い
い
Ｉ
・
　
１
に
運
動
　
２
に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　
５
に
ク
ス
リ
」

の
全
国
統
一
標
語
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
わ
が
町
の
１
月
に
実
施
し
た
１
０
０
０
人
の
一
般
高
齢
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
最
も
不
安
や
心
配
を
感
じ
て
い
る
の
は
健
康
の
こ
と
が
6
7
％
で

健
康
を
守
る
た
め
に
「
適
度
な
運
動
を
す
る
」
が
6
5
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
食
事
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
」
「
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
」
の
順
で
皆

様
そ
れ
ぞ
れ
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
安
楽
先
生
の
講
話
、
健

康
づ
く
り
教
室
～
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
～
よ
り
、
寝
た
き
り
の
主
要
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
脳
卒
中
に
つ
い
て
の
原
因
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
ま
と
め

ま
し
た
。

死
因
の
約
６
割
が
生
活
習
慣
病

　
平
成
1
6
年
の
町
の
死
亡
状
況
は
（
保

健
課
調
べ
）
下
図
の
と
お
り
で
3
0
6
天
中

が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、
心
臓
病
は
1
7
2
天

で
三
大
生
活
習
慣
病
が
約
5
6
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
を

調
べ
て
み
る
と
主
要
な
原
因
は
脳
卒
中
、

衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
で
し
た
。

生活習慣病の割合

脳血管疾患

心 ’
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血
圧
と
は

　
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管
に
与
え
る
圧
力
の
こ
と
。
血
圧
は

１
日
中
変
化
し
、
そ
の
日
の
体
調
や
環
境
、
感
情
の
変
化
、
ス
ト
レ
ス
に
も

大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

高
血
圧
の
基
準

高
齢
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
0
／
9
0
戦
以
上

若
年
・
中
高
年
　
　
　
　
　
　
　
1
3
0
／
8
5
戦
以
上

糖
尿
病
・
腎
臓
障
害
患
者
　
　
　
1
3
0
／
8
0
戦
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
高
血
圧
学
会
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
０
４
）

　
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
の
上
、
基
準
よ
り
高
け
れ
ば
「
高
血
圧
」
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

　
高
血
圧
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
少
し
ず
つ
症
状
が
進
行
し

て
い
く
の
が
特
徴
で
す
。

　
し
か
し
、
血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
血
管
や
心
臓
に
余
計
な
負
荷
が

か
か
リ
心
臓
肥
大
や
動
脈
硬
化
が
お
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
白
衣
を
み
る
と
一
時
的
に
高
く
な
る
仮
面
高
血
圧
や
早
朝
高
血
圧
で
も
治

療
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
の
で
高
い
万
は
、
医
師
の
相
談
が
必
要
で
す
。

言
血
一
圧
を
防
ぐ
た
め
に

　
①
食
塩
の
と
り
す
ぎ
に
注
意

　
　
う
す
昧
を
こ
こ
ろ
だ
け
１
日
６
グ
ー
フ
ム
を
目
標
に

　
②
肥
満
を
防
ぎ
、
適
正
体
重
を
保
と
う

　
　
適
正
体
重
＝
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
2
2

　
③
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い

　
　
カ
ッ
と
し
た
リ
イ
ラ
イ
ー
フ
す
る
と
血
圧
は
急
上
昇
す
る

　
④
喫
煙
を
や
め
、
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
　
喫
煙
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
血
液
量
が
低
下
す
る
原
因
に

　
⑤
寒
暖
の
急
激
な
変
化
に
ご
用
心

　
　
風
呂
場
や
ト
イ
レ
の
温
度
差
や
外
気
の
寒
暖
差
は
血
圧
に
悪
影
響

自分の血圧をチェック

　高血圧の診断基準（日本高血圧学会）

収
縮
期
血
圧
（
最
大
血
圧
）

キ

80　85　90　100　110

　　　　　　　　拡張期血圧(最小血圧)

心臓が収縮して血液を送り出したときの血

圧を「収縮期血圧（最大血圧）」、心臓がふ

くらんで動脈にかかる圧力が小さくなった

ときの血圧を「拡張期血圧（最小血圧）」

といいます。

濤
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謳
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高
脂
血
症
と
は

　
脂
肪
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
糖
質
と
と
も
に
必
要
不
可
欠
な
栄
養
素
で
す
。

　
し
か
し
近
年
の
よ
う
に
、
肉
中
心
の
食
事
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
・
外
食
な

ど
で
脂
肪
分
の
高
い
も
の
を
若
い
う
ち
か
ら
食
べ
続
け
て
い
る
と
脳
梗
塞
の
発

症
率
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
「
血
液
脂
肪
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

　
高
脂
血
症
の
判
断
基
準
（
日
本
動
脈
硬
化
学
会
）

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

2
2
0
呵
／
�

1
4
0
呵
／
�

4
0
呵
／
�

1
5
0
啄
／
�

以
上

以
上

未
満

以
上

高
麗
血
症
を
防
ぐ
た
め
に

　
①
動
物
性
脂
肪
・
油
脂
は
控
え
め
に

　
　
脂
身
の
多
い
肉
、
バ
タ
ー
、
牛
乳
な
ど
は
摂
り
過
ぎ
な
い

　
②
青
背
の
魚
や
野
菜
を
積
極
的
に
摂
ろ
う

　
　
肉
中
心
か
ら
魚
・
野
菜
中
心
の
食
生
活
に
変
え
よ
う

　
③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
　
卵
、
い
く
ら
、
数
の
子
、
レ
バ
ー
な
ど
に
気
を
つ
け
よ
う

　
④
肥
満
を
解
消
し
、
禁
煙
を
実
行
し
よ
う

　
　
肥
満
や
喫
煙
は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
て
し
ま
い
ま
す

　
⑤
適
度
な
運
動
習
慣
を
つ
け
よ
う

　
　
運
動
は
肥
満
を
予
防
し
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
ま
す

人
の
体
内
水
分
は
約
6
0
％

　
水
が
不
足
す
る
と
血
液
は
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
特
に
８
～
９
月
は
脳
梗
塞
が
起

こ
り
や
す
い
季
節
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
日
に
必
要
な
水
分
は
２
・
５
ｊ
。

　
朝
起
き
て
す
ぐ
、
朝
食
時
、
午
前
中
に
１
回
、
昼
食
時
、
午
後
に
１
回
、
夕

食
後
、
入
浴
前
と
後
、
就
寝
前
を
目
安
に
１
日
数
回
に
分
け
て
コ
ッ
プ
ー
杯
分

位
ず
つ
こ
ま
め
に
分
け
て
飲
み
ま
し
よ
う
。

　
コ
ッ
プ
ー
杯
の
水
が
生
死
を
わ
け
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

町
保
健

５



●入院した時の食事代が減額される制度があります●
　　　　　　　　（「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」について）

　該当年度（※１）の市町村民税が非課税または免除である国民健康保険の世帯（※２）に属する

被保険者の方は、入院時の食事代が【表１】のとおり減額される制度があります。

　手続きは、下記『Ｏ申請時に持参するもの』をご持参のうえ役場保健課へおいでください。交付

された「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」を病院に提示することにより減額が適

用になります。

　また、高齢受給者（※３）の方の場合、高額療養費の算定等に必要な低所得区分を示した「限度

額適用」も付加された証となります。

　なお、この認定証は申請月から有効となります。

○申請時に持参するもの

　　　①　国民健康保険披保険者証　　〔

②　印鑑（認印）

　　　③　過去１年間に入院された方はその期間を証明するもの（領収書等）

【表１】

入　院　時　の　食　事　代　（１　日　当　た　り　）

一般の方 780円 減額適用なし

減額認定された方 650円 市町村民税非課税または免除世帯

長期減額認定された方（※４） 500円 上記で90目を超える入院

高齢受給者で低所得区分Ｉの方（※５） 300円
市町村民税非課税または免除世帯で所
得が一定基準に満たない方

（※１）この証の更新日は毎年８月１日です。例えば平成17年８月１日から平成18年７月末日まで

　　　の療養分は平成17年度課税の市町村民税で判定されます。

（※２）世帯で壬生町国民健康保険に加入されている披保険者全員が判定の対象となります。その

　　　全員が市町村民税非課税または免除である場合に減額認定となります。

（※3）70歳以上75歳未満の方。「国民健康保険高齢受給者証」が交付されています。

　　　ただし、昭和７年９月30日以前に生まれた方や、65歳以上の障害認定で老人保健に該当に

　　　なっている方は、老人保健法の制度が適用になりますので、詳しくは福祉課医療保険係に

　　　お問い合せください。

（※４）減額認定されている方で過去１年間の入院期間が90日を超える場合は、中し出により長期

　　　減額認定となります。

（※５）世帯で壬生町国民健康保険に加入している披保険者全員が該当年度（※１）の市町村民税

　　　が非課税または免除であり、かつ、各所得がＯ円である世帯に属する高齢受給者の方です。

　　　なお、この場合の所得計算における公的年金の控除額は65万円です。

　　　　　『国民健康保険被保険者証』が変わります。（更新）

　国民健康保陰核保険考証は、毎年10月１日に更新されます。本年も９月27日頃、郵送で世帯主宛

に発送の予定となっております。到着までに数日を要すると思われますが、９月30日になっても届

かない場合は、町民生部保健課国民健康保険係（昔81一1836）にお問い合わせ下さい。

　現在お持ちの核保険者証は、９月30日で期限切れとなりますので、ご注意下さい。

　なお、10月１日以降になりましたら、役場保健課か住民諜または稲葉・南犬飼出張所へ必ず返還

して下さい。

お問い合せ先　町民生部保健課国民健康保険係　昔81 －1836

６



被保険者数の推移 (年間平均)
(人)

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

一　　　　般 9,593 9,639 9,797 9,894 ↓0,127 10,435 10,542

退　　　　職 1,211 1,254 1,332 1,454 圭,604 1,804 2,019

老　　　　人 2,735 2,903 3､064 3,208 3,369 3,275 3,210

計 13,539 工3,796 工4,193 14,556 15,100 15,514 15,771
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％ 被保険者数の伸び率

医療費の推移（「国民健康保険事業状況」より）

　　　　被保険者別医療費の推移（単位=十万円）

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

億円

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

3,31
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1,10 0,61
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10年度　11年度　12年度　13年度　14年度　15年度

円 一人当たり医療費の推移

已
』

→－一般

一●一退職

一心　老人

10年度　11年度　12年度　13年度　14年度　15年度

※総被保険者数は微増ですが、老人保健制

　度の対象年齢を段階的に引き上げる制度

　改正により、退職が増え、老人が減少し

　ています。

※医療費は、年々増加しています。

※平成12年度は、介護保険の開始により移

　行した分かあるため、減少しています。

※平成14年度からは、３月分～２月分か１

　年度となっているので、Ｈ年度は、11ヶ

　月分のデータです。

※退職は一般の約２倍前後、老人は一般の

　約４倍前後の医療費が使われています。

◆用語の説明

　一　　般……職場の健康保険に加入している人及び生活保護を受けている人以外の人で、75歳未満の人。（昭和了年

　　　　　　　９月30日以前生まれぱ老人”です｡）“退職”除く。

　退　　職……会社を退職し、国保に加入し年金を受けている人及びその家族。（老人保健の適用を受けるまでの間｡）

　老　　人……75歳以上及び昭和７年９月30日以前に生まれた人。65歳から75歳未満で一定の障害があり、市町村長

　　　　　　　の認定を受けた人。

　医療費……S9療費（入院・入院外・歯科）、薬剤の給付、入院時食事療養費、療養費の支給の合計。ただし、一部

　　　　　　　負担金、入院時食事療養費標準負担額、訪問看護療貴賓を含みます。

７

-



-

10月から施設給付等の
　　　　　　　　見直しが行われます

　介護保険制度の改正に伴い、平成17年10月から施設給付、高額介護サービス費の設定の見直し、介護保

険被保険者証の変更等が行われることになります。

◇施設給付の見直し◇

　施設給付の見直しで、介護保険３施設（ショートステイを含む）での食費・居住費と通所系サービス

（デイサービス等）での食費は、利用する人が全額自己負担することになります。

　そこで、所得の低い人の負担が重くなりすぎないよう、「特定入所者介護サービス費」等が創設され、

所得状況に応じて、負担が軽減されることになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全額自己負担になります

介護サービスを
　　利用した

よ１割負担
＋ 日常生活費

申請をすると、自己負担限度額の範囲内での対象となりますので、

対象となる人は「特定入所者介護（支援）サービス費」の申請を忘れずにリ

⑤負担軽減が受けられるのは誰？

　介護保険施設サービス（ショートステイ含

む）を利用している方で、年金収入が266万

円以下の方（詳しくは右図参照）

⑤手続きは？

　申請が必要です。

　壬生町役場高齢対策謀介護保険係までお問

い合わせください。

※特定入所者介護サービス費の対象に該当す

る方であっても、特定入所者介護サービス

費の適用をうけるには申請が必要です。

ﾂﾞ］負担軽減の対象となる人は…

　施設サービス（ショートステイ含む）を利用していて、

　①利用者負担第１段階

　　・世帯の全員が町民税非課税の老齢福祉年金受給者

　　・生活保護受給者等

　②利用者負担第２段階

　　・世帯の全員が町民税非課税であって、［合計所得金

　　　額十課税年金収入額］が年間80万円以下の入

　③利用者負担第３段階

　　・世帯の全員が町民税非課税であって、［合計所得金

　　　額十課税年金収入額］が年間80万円を超える人

⑤対象となるサービスは…

・介護保険３施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健

　施設・介護療養型医療施設）の利用

・短期入所生活介護又は短期入所療養介護（ショートス

　テイ）

介護保険についてのお問い合せは…町民生部高齢対策課介護保険係　き81 -1876

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8



施設給付見直しに伴う利用者負担の変化

　（特別養護老人ホーム（多床室）に入所している要介護５の人の場合）

(単位：万円／月)

利用者負担段階

第１段階

※生活保護受給者等

　　　　現　　行

:………言………ド利用者負=担………………

　計　‥1割負担居住費　食費

Z5]……………白1.5ﾚﾆﾌ=・　　1.0

見直し後 特定入所者介護サービス費を

　　　　申請した場合

計　　1/割負担　居住費　食費

??ﾉ=
=‥==

…

…:=:=

＼j?
ﾒ

=…

…斗

1/=1ﾉ:=
がj……

,

y……

==

こそ白玉）

第２段階

※年金80万円以

…………め大節…………………

第ｹ3段階==………
※年金80万円超266

　万円以下の人等

【基準額】

第４段階

※年金266万円超の人

二三）

か高額介護サービス費の設定等の見直し(町民税世帯非課税が２段階に分かれます)=･;==:゛':1･==

　高額介護サービス費は月々の介護サービスの１害lj負担の合計額について、所得に応じ上限額を設定して

いますが、利用者負担段階の設定で上限額の見直しが行われます．

　　　……………:……
……………:.……見＼直〉し.前………………1=･　＼　　　　……………………:1ﾍﾟﾚj･……:一見ﾌj.j･直…………し=;J.･1 ｡.･後…………く……… ……

区　　　分 上限額 利用者負担段階区分 上限額

　低所得でない人
(下記に該当しない人)

37,200円
　　第４段階

(下記に該当しない人)
37,200円

世帯全員が町民税
　非課税である人

24,600円 ノ
勺

第３段階 24,600円

第２段階 15,000円

生活保護受給者又は
世帯全員が非課税で

　老齢年金受給者

15,000円 第１段階 15,000円

　現在、高額介護サービス費の申請は毎月行うこととされていますが、申請の負担軽減のため、２回目以

降の毎月の申請は不要となります。

ｽﾞ万万､ヽ介護保険被保険者証の変更等斗

　現在、お手元にある披保険者証の有効期限は平成18年３月31日までとなっていますが、今回の改正で披

保険者証の有効期限が廃止されることになります。また、施設給付の見直しに伴い、裏面の注意事項も変

更となります。

　平成18年３月31日までは経過措置として、従前の披保険者証は新しい披保険者証とみなします。（平成

18年３月末までに新しい被保険者証を交付します｡）

９

（裏面）注意事項の変更箇所は以下のとおりです。

７　介護サービスを受けるときに支払う金額は、介護サービスに要した費用　　‾‘　　　　＾　　　　。

　大害ﾘす（居宅介護支援サ利支払額せ）紛５大所
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漣
ご協力ありがとうございました。結果についてお知らせします。古京●

　町では、児童が放課後どのよつに過ごしているのかを把握レ地域の実情に応じた保育施策の推進を図

るため、『放課後児童（学童保育）に関するアンケート調査』を実施しました。

　調査は、町内の小学校に通学する１年生から３年生の保護者（1､064人）を対象に、「あなたの家は共働

きですか、お子さんが帰宅したとき家族かおりますか、近＜に児童クラブがあれば利用したいですか」等

11問についてお尋ねしました。

　調査の結果、93パO％（997人）の回答があり、この程、集計結果が出ましたので概要を報告します。

は
い

い
い
え

無
回
答

　
問
５

問
４

１
年
生

２
年
生

３
年
生

無
回
答

　
　
　
　
　
　
　
３
５
８
人

　
　
　
　
　
　
　
３
１
７
人

　
　
　
　
　
　
　
３
２
２
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
人

　
『
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
』
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
２
２
３
人

　
　
　
　
　
　
　
７
５
９
人

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
人

あ
な
た
の
家
は
、
共
働

き
で
す
か

問

　
　
お
子
さ
ん
は
何
年
生
で

３
　
す
か

無女男
回
答

５
１
４
人

４
８
２
人

　
　
１
人

　
問
６

は
い

い
い
え

無
回
答

お
子
さ
ん
が
帰
宅
し
た
と

き
、
家
族
が
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
７
９
３
人

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
人

問
２
　
お
子
さ
ん
の
性
別
は

壬
生
小
学
校
区

藤
井
小
学
校
区

壬
生
東
小
学
区

稲
葉
小
学
校
区

羽
生
田
小
学
校
区

壬
生
北
小
学
校
区

安
塚
小
学
校
区

睦
小
学
校
区

無
回
答

３
４
５
人

　
２
４
人

１
６
１
人

　
６
６
人

　
１
３
人

　
６
３
人

１
５
５
人

１
７
０
人

　
　
Ｏ
人

一
人
で
親
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
　
２
７
人

友
達
と
遊
ん
で
い
る
　
　
　
　
２
９
人

親
戚
や
知
人
宅
に
預
け
て
い
る
　
１
８
人

子
供
の
友
人
宅
に
預
け
て
い
る
　
Ｏ
入

塾
や
習
い
事
を
し
て
い
る
　
　
　
６
人

民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
預
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
６
人

何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
　
Ｏ
人

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
人

問
７

祖
父

祖
母

そ
の
他

問
１

お
子
さ
ん
が
お
住
ま
い

の
地
区
は
ど
こ
で
す
か
？

｛
集
計
結
果

は
い

い
い
え

無
回
答

６
０
７
人

３
８
９
人

　
　
工
人

母父
親親

　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
人

　
　
　
　
　
　
　
５
４
９
人

　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
人

　
　
　
　
　
　
　
３
０
６
人

　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
人

間
６
で
「
い
い
え
」
と
答

え
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
○

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
「
は
い
」
と
答
え
た
方
は
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

10



麗麗□□□□回目

∵
人
で
親
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る

友
達
と
遊
ん
で
い
る

親
戚
や
知
人
宅
に
預
け
て
い
る

子
供
の
友
人
宅
に
預
け
て
い
る

塾
や
習
い
事
を
し
て
い
る

民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
預
け
て
い
る

何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

Ｏ％

３％

　
―
　
　
問
７
の
１
及
び
２
に
答
え

　
ｍ
・
８
　
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
・

一
人
で
家
の
中
で
過
ご
し
て
い
る
　
２
４
人

友
人
と
家
の
中
や
外
で
遊
ん
で
い
る
　
２
８
人

勉
強
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
９
人

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
人

□□□目

Ｔ
人
で
家
の
中
で
過
ご
し
て
い
る

友
達
と
家
の
中
や
外
で
遊
ん
で
い
る

勉
強
し
て
い
る

そ
の
他

-

　
　
　
　
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
に
預

　
１
　
　
け
て
い
る
方
に
お
た
ず

　
田
９
　
ね
し
ま
す
Ｉ

　
　
　
　
１
．
児
童
ク
ラ
ブ
名

壬
生
寺
児
童
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
２
４
入

メ
リ
圭
フ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ
　
２
３
入

ベ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
　
　
　
上
５
入

ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ
　
　
　
２
５
入

月
か
げ
幼
稚
園
児
童
ク
ラ
ブ
　
ー
５
入

国
谷
幼
稚
園
児
童
ク
ラ
ブ
　
　
　
６
入

森
の
子
保
育
園
児
童
ク
ラ
ブ
　
３
４
入

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
人

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
４
９
入

　
２
．
費
用
は
、
月
ど
れ
く
ら
い

　
　
　
か
か
り
ま
す
か

８
。
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
７
０
入

８
げ
０
１
円
～
１
５
び
Ｏ
Ｏ
円
　
３
１
入

１
５
げ
０
１
円
～
２
０
び
Ｏ
Ｏ
円
　
１
５
入

２
０
げ
０
１
円
～
２
５
げ
Ｏ
Ｏ
円
　
　
６
人

２
５
。
０
０
１
円
～
　
　
　
　
　
　
　
４
入

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
入

３
．
今
後
も
引
き
続
き
預
け
た

　
　
い
で
す
か

は
い

い
い
え

無
回
答

いいえ問

10

は
い

い
い
え

無
回
答

１
３
０
人

　
　
３
人

　
１
６
人

も
し
、
近
く
に
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
れ
ば
、
利
用

し
た
い
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
４
８
８
人

　
　
　
　
　
　
　
３
３
９
人

　
　
　
　
　
　
　
１
７
０
人

問

11
-

問
1
0
で
「
は
い
」
と
答

え
た
方
に
お
た
ず
ね
し

ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

す
る
と
保
育
料
が
か
か

り
ま
す
。
次
の
希
望
す

る
料
金
（
月
額
）
の
い

ず
れ
か
に
○
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

　
５
。
０
０
０
円
以
内

１
０
。
０
０
０
円
以
内

１
５
。
０
０
０
円
以
内

４
１
２
人

　
７
５
人

　
　
２
人

　
今
回
の
調
査
で
は
、
学
童
保
育
に

つ
い
て
、
多
く
の
意
見
・
要
望
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
代
表
的
な

も
の
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
（
尚
、
意
見
・
要
望
は
み
な
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
た
ま
ま
の
形
で
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
）

　
１
　
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
に
対

　
隋
Ｆ
９
－
４
　
し
て
の
要
望
等

・
も
っ
と
保
育
料
を
安
く
し
て
ほ
し
い
。

・
定
時
の
保
育
時
間
を
も
っ
と
長
く
し

　
て
ほ
し
い
。

・
他
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
料
金
に
し
て

　
ほ
し
い
。

・
家
庭
の
収
入
に
よ
り
保
育
料
の
設
定

　
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
４
年
生
以
上
も
預
け
ら
れ
れ
ば
よ
い

　
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
も
し
、
近
く
に
児
童
ク
ラ
ブ

問
1
0
‐
２
　
が
あ
九
ば
、
利
用
し
た
い
万

　
　
　
　
　
す
か
。
「
い
い
え
」
雷
笛

・
保
有
料
が
か
か
る
の
で
。

・
家
に
誰
か
し
ら
い
る
か
ら
。

・
保
有
料
を
払
う
ほ
ど
生
活
費
の
余
裕

　
が
な
い
。

　
問
‥
目
　
そ
の
他
の
意
見

・
小
学
校
で
学
童
保
育
を
し
て
く
れ
た

　
ら
と
思
い
ま
す
。

・
現
在
、
子
ど
も
遠
の
学
童
ク
ラ
ブ
は

　
基
本
的
に
小
学
３
年
生
ま
で
と
な
っ

　
て
い
ま
す
が
、
４
年
生
か
ら
は
考
え

　
て
い
な
い
の
で
し
よ
う
か
？
　
（
特
に

　
夏
休
み
等
の
長
期
の
休
み
等
は
１
日

　
自
宅
に
お
い
て
お
け
な
い
）
安
心
し

　
て
働
け
、
安
心
し
て
預
け
る
所
が
あ

　
る
環
境
作
り
を
お
願
い
し
た
い
。

・
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
運

　
営
し
て
ほ
し
い
。

・
毎
日
で
な
く
て
も
、
親
が
い
な
い
と

　
き
の
み
の
利
用
が
で
き
た
ら
と
て
も

　
助
か
る
の
で
す
が
。

・
各
小
学
校
の
近
く
に
児
童
ク
ラ
ブ
が

　
あ
る
と
活
用
し
や
す
い
と
思
う
し
、

　
な
ぜ
無
い
の
か
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

を
詳
細
に
分
析
し
、
保
育
行
政
施
策
の

推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
問
合
せ
先

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
登
8
1
－
１
８
３
１

11
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一々デ一アザプれ測地ぷ台担曾tとか･

参夕暮れ時の歩行中と自転車乗用中の交通事故防止

⇒シートベルトとチヤイルドシートの正しい着用の徹底

参飲酒運転の追放

介高齢者の交通事故防止

万白゛｀夕暮れ時や夜間外出するときは明るい服装をレ

　反射材を着装しましょう。

骨道路を横断するときは、左右の安全を確認し、

　横断歩道や信号機のある安全な場所を横断しま

　しよう。

反射材を着用するとグーンと目立ち安全です

　　　四罰m　　　mm

30m　50m

ノ

120m

ノシートペルトとチャイルドシートの

　正しい着用の徹底

皐運転者は、出発前に正し＜着用することを習慣

　づけ、同乗者（前座席、後ろ座席）にも、必ず

　善用を促しましょう。

－

￥

噺後部座席もシートベルト/

責子どもにはチャイルドシートノ/

⑤⑦

^がｰ ゛Q　　　｀　゛･ﾀﾞ

ｺﾞ｢回夕暮れ時に多発する歩行者・

　自転車乗用中の交通事故防止

白夕方から夜間の外出は、明るい服装と反射材の

　着装をﾉしがけ、自転車は必ずライトを点灯しま

　しよう。

夕暮れ時はライトを早めに点灯しましょう

ノ飲酒運転の追放

ｸふ飲酒運転の危険性、反社会性・責任の重大性を

　認識レ「飲んだら乗るな」「乗るなら飲むな」

　を徹底しましよう。

★お酒を飲んだら絶対に車を運転しません。

★お酒を飲む席には車を運転して行きません。

★車を運転する人にはお酒をすすめません。

12
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胞讃器馴唯讃妓り拷揃詩，
1 1

1 1

. . 』 ･ M ･ ･

順　回　施設・養護学校・行政等関係機関が連携四回

　知的障害者の一般企業への就労については、本人、家族はもとより、施設・学校関係者が強く望んでいるところで

すが、就労に結びつかないのが現状であります。

　そんな中、知的障害者の就労拡大を図ろうと、昨年から、施設や学校、行政等関係機関が連携し、体験学習のお願

いに会社を訪問するなど、就労受け入れに向け積極的に取り組んでいます。　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　その第一号として以前にもご紹介しましたが、町授産施設「むつみの森」に通所していました安塚の林薫さんが、

昨年の12月から狽協病院内の東武食品サービス株式会社で、実習訓練等の後採用となり、現在元気に仕事に励んでい

ます。

高
ま
る
企
業
の
理
解

　
　
明
る
い
希
望
が
！

-

　
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
去
る
７

月
Ｈ
目
、
掲
協
医
科
大
学
内
に
お
い
て
、

大
学
職
員
、
企
業
の
方
々
に
栃
木
養
護

学
校
生
徒
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
「
栃
木
養
護
学
校
に
お
け
る
職
業

教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
説
明
会
を

実
施
し
、
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
就

労
の
た
め
の
活
動
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
、
濁
協
医
科
大
学
事
務
局

次
長
の
錦
織
雅
司
氏
を
始
め
、
人
事
部
、

同
大
学
病
院
庶
務
課
、
栄
養
課
、
看
護

部
の
関
係
者
や
同
大
学
病
院
内
で
営
業

を
し
て
い
る
東
武
食
品
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

を
始
め
５
社
の
関
係
者
、
行
政
側
か
ら

は
栃
木
県
障
害
福
祉
課
、
栃
木
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
壬
生
町

授
産
施
設
「
む
つ
み
の
森
」
、
町
福
祉

課
の
職
員
が
出
席
。
養
護
学
校
進
路
担

当
の
植
木
先
生
が
、
今
年
度
か
ら
実
際

の
就
労
に
生
か
せ
る
三
つ
の
学
習
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
各
生
徒
に
応
じ
た
支
援

を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
高
等
部
卒
業

後
の
自
立
に
向
け
た
取
組
を
説
明
し
、

障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
理
解
を
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
2
3
日
に
は
、
同
説
明
会

後
初
め
て
、
同
養
護
学
校
の
生
徒
と
保

護
者
が
、
植
木
先
生
、
町
福
祉
課
職
員

と
同
大
学
を
訪
れ
同
大
学
職
員
と
企
業

関
係
者
が
出
席
し
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
側
か
ら
は
同
大
学
病
院
や

企
業
の
仕
事
内
容
を
説
明
。
植
木
先
生

か
ら
は
、
ジ
ャ
ス
コ
栃
木
店
、
ヤ
オ
ハ

ン
Ｎ
Ｅ
Ｗ
西
店
、
ダ
ス
ナ
ノ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、

そ
し
て
栃
木
市
役
所
に
お
い
て
、
就
業

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
企
業
側
か
ら
は
、
「
知
的
障
害
者

の
方
に
働
い
て
い
た
だ
く
部
門
が
ど
う

し
て
も
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
企
業
が

お
願
い
す
る
作
業
内
容
と
、
障
害
者
が

や
り
た
い
、
で
き
る
作
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
検
討
し
な

が
ら
、
協
力
し
て
い
け
る
部
分
が
あ
れ

ば
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と
前
向
き

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
後
、
生
徒
の
お
母
さ
ん
か

ら
は
「
知
的
障
害
と
い
う
目
に
見
え
な

い
大
き
な
壁
が
、
常
に
前
に
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
色
々
な

方
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
聞

い
て
い
た
だ
い
て
、
『
一
歩
一
歩
前
進

し
て
い
る
ん
だ
な
』
、
と
の
思
い
が
し

ま
し
た
。
」
と
、
感
慨
深
く
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
狽
協
医
科
大
学
へ
出
向
い
て

の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
は
、
知
的
障

害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
障
害
者
自
身
の
あ
き
ら

め
の
気
持
ち
を
取
り
除
き
、
前
向
き
に

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

継
続
し
た
知
的
障
害
者
の
就
労
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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万
国
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
秋
の
行
政
相
談
週
間
　
１
０
月
1
7
日
～
2
3
日

行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と
1
0

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
1
0
月
1
7

目
～
2
3
目
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
内
容
は
？

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
独
立
行

政
法
人
、
特
殊
法
人
等
の
仕
事
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
の
仕
事
で
、
法
定
受

託
事
務
に
該
当
す
る
も
の
・
国
の
委
任

又
は
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
）

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
年
金
、
医
療
保
険
、
老
人
保
健
二
極

祉
、
交
通
安
全
、
消
費
者
保
護
な
ど
、

分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で
す
。

本
町
で
も
左
記
の
と
お
り
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
Ｉ
回

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

電
話
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

特
設
行
政
相
談

日

時

　相場
大談
森担所

住
所

　
1
0
月
2
0
日
困

　
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

当
者

　
忠
　
行
政
相
談
委
員

　
壬
生
町
通
町
３
－
1
2

　
　
　
　
音
8
2
１
２
０
３
３

渡
這
容
子
　
行
政
相
談
委
員

住
所
　
壬
生
町
大
字
壬
生
丁
7
2
－
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
登
8
2
１
６
６
１
３一

開
か
れ
た
町
政
を
目
指
し
て
ー
情
報
公
開
制
度
利
用
状
況
－
1
4

　
平
成
1
6
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
を
深
め
、
「
よ
り
聞
か
れ
た
町
政
」
の
実
現
の
た
め
、

町
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
１
６
年
度
の
公
開
請
求
は
次
表
の
と
お
り
で
1
2
件
で
し
た
。

１２ 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ No.

平

成

17

年
３

月

25
日

平

成

17

年
３

月

14
日

平

成

17

年
３

月

14
日

平

成

17

年
３

月
日
日

平

成

16
年

12
月

22
日

平

成

16
年
11
月

30
日

平

成

16
年

11
月

25
日

平

成

16

年
Ｈ

月

25
目

平

成

16

年
８

月
５

目

平

成

16

年
７

月

28
日

平
成

16

年
７

月
８
日

平
成

16

年
５

月

25
日

受

付

日

国

会

に

提

出

さ

れ

た

郵

政

事

業

の

現

行

経

営

形

態

堅

持

を

求

め

る

意

見

書

に

関

す

る

圭
最

大、

２１る六
　’・情美
決町報町

議議　北
後会　部
　｀で　自

執採　治
行択　会
機さ　が

関れ　提
にた　出

送議　し
付事　　｀
さ録　貴
れの　議

だ抜　会
書粋　で
類＿　採
　平　択
　成　さ

　13　れ

　年　た
　９　下
　月　水

　28　道
　日　整

　の　備
　議　の
　会　陳
　゛　情
　　　　に

　　　　関
　　　　す

　２　　１資

払‘の　’源
先平範自ゴ

及成囲治ミ
びＨを会回

支年決な収
払度めど奨
金かてへ励
額らい資費

が平る源の
記成理ゴ支
載15由ミ出
さ年　のに

れ度　回関
たま　収す

もで　奨る
の　｀　励情

‾各　費報

　団　を
　体　支
　に　払
　支　う
　払　根

　つ　拠
　た　理
　明　由

　細　及
　.、　び
　年　支
　度　払
　別　い
　　｀　団
　支　体

２１へ
　・　リレ

エ平シ

事成ｌ

の14夕

実年ウ

行度ン
計予開

画算発

書で事
　計業

　画に

　し関
　たす

　雨る

　水情

　排報

　水

　基

　本

　計

　画

　書

③②行
平平政
成成協

1515ヵ
年年委
度度員

のの及
支支び
払払自
い先治

総を会
額明長

をらに
明か支
らに払
かすっ

にるて
す書い

る類る

書　報
類　酬

　　又
　　は
　　手
　　当
　　等
　　に
　　関
　　す

　　る
　　書
　　類

Ｈ学
年枝
度管
分理
　｀費

15　｀
年物
度品
分購
　｀入

16費
年　｀

度契
分約
＿方
実法
施　｀
さ契
れ約
た案
分者
心　ゝ
　物
　品
　名

　金
　額
　50
　万
　円
　以
　上

　１分

間　’別
の平収

売成東

却13に

益年伴
のかう
使ら資

途15源

を年ゴ
証まミ
すでの

る過売
書去却
類３益

　年の
　間使
　の途
　売に
　却関
　益す

　のる
　額情

　を報
　証
　す

　る
　書
　類

　１
　の
　期

２１へ
　’リレ
解解シ

散散Ｉ
に決夕

伴議ウ
うにン

決要開
算し発

及だ推
び議進
剰案協

余及議
金び会

の議の
処事解
分録散

をな及
明どび
ら　最
か　終

に　決
す　議

る　の

も　内
の　容
　　に

　　つ
　　い
　　て

川数農

地.、業
区接集

　続落
　戸排
　数水

　べ事
　パ

　叫別

　中蕊

　泉費
　地　ヽ
　区整

　　備
　藤年
　い

　区区
　釧

　小戸
　林数

　●　ゝ
　助現
　谷在
　地の
　区加
　｀入
　恵戸

消

防

セ

ン

タ

】

新

築

工

事

へ
３

　１

　５

及

び

１

１

３

Ｗ

の

設

計

図

一

式

を建コ
受設ミ
けにユ

た開二
日すテ

をるイ
確書】
認類消
す＿防

る圃セ
書金ン
類額夕

‾人１
　設＿

　計第

　書1
　(2)分

　請団
　負第
　契３

　約部
　書及

　(3)び

　請第
　負３
　案分
　者団

　か第
　ら５
　引部
　き｀゛

　渡
　し

氏成社

名16会
の年教
基度育
準５及
＿月び

随分学

契‾校
又　教

は　育
指　関
名　達

人　施
札　設
　゜の
契　管

約　理
業　委
者　託

名　の
及　－

ぴ　達
指　の

名　資
参　料
加　＿
業　平
者　成
名　15

‾　年
　　度
　　Ｓ
　　平

情

報

の

内

容

公

開

公

開

公

開

公

開

公部

開分

公部

開分

公邸

開分

公

開

公

開

公

開

公邸

開分

公

開

貼

寄

洒i

平
成

17
年
３
月

29
日

平
成

17
年
３
月

23
日

平
成

17
年
３
月

23
日

平
成

17
年
３
月

23
日

平
成

17
年
１
月
５

目

平
成

16
年

12
月

13
日

平
成

16
年

12

月
８
日

平
成

16
年

12

月
７

日

平
成

16
年
８
月

17
日

平
成

16
年
８

月
３

日

平
成

16
年
７
月

21
日

平
成

16
年
６

月
８
日

決

定

日

議
会
事

務
局

議
会
事

務
局

保

健

課

都
市

計
画

課

住

民

課

学
校
教
育
諜

保

健

牒

都
市

計
画

課

農

務

課

総

務

課

総

務

課

生学
涯校

学教
習育

深謀

担

当

課

「
情
報
公
開
制
度
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
部
総
務
課
文
書
法
規
係
　
音
8
1
－
１
８
０
７

-
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　町教育委員会では、外国人による英語の授業等を通して、外国語への学習意欲や国際感覚を身につけてもらうため、

外国語指導助手を招致しています。

　この程、前任者の任用期間満了に伴い、新たにお二人が着任しましたのでご紹介します。町内で見かけたおりには

お声をかけてあげてください。

　　　　BrittneyBowman
ブリトニー・ボーマンさん

　ブリトニー・ボーマン先生は、アメリカ・ハワイ州出

身の23歳。大学では国際ビジネスを専攻。趣味は、読書、

スポーツ、ショッピング、ダンス、旅行等。

　抱負は、日本語を流ちょうに話せるようになることと、

アジア中を旅することです。また、ＡＬＴの仕事が終わっ

たら、国際ビジネスと日本語の勉強のため一旦アメリカ

に戻り、それから日本で働くためまた戻ってきたいです。

頑張りますのでよろしくお願いします。

　　　　　　PameloCostalesJr

パメロ・コスタレス･ジュニアさん

　パメロ・コスタレス・ジュニア先生は、アメリカ・カ

リフォルニア州出身の22歳。大学では心理学を専攻。趣

味は、スポーツ、映画、音楽、旅行。

　抱負は、日本の子どもだちと楽しく仕事をすることで

す。また、日本で新しい友達を作りたいです。 ＡＬＴが

終わった後は、教育の現場で心理学者として子どもたち

と一緒に働けるように、大学で勉強したいです。ＡＬＴ

としてベストを尽くします。

　
８
月
2
4
日
、
三
好
町
と
表
町
の
二
つ

の
愛
宕
神
社
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
子
ど
も
奉
納
相

撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
三
好
町
で
は
、

愛
宕
神
社
禧
大
祭
（
三
好
町
、
上
通
町
、

仲
通
町
、
舟
町
、
栄
町
、
萬
町
、
上
新

町
の
７
ケ
町
自
治
会
主
催
）
に
合
わ
せ

て
地
元
育
成
会
の
協
力
で
行
わ
れ
、
日

焼
け
し
た
男
女
約
2
0
名
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に
行

わ
れ
た
表
町
の
愛
宕
神
社
（
下
表
町
、

中
表
町
、
上
表
町
、
下
横
町
、
今
井
の

５
ケ
町
自
治
会
主
催
）
で
は
、
男
女
約

3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会

場
も
力
の
こ
も
っ
た
取
り
組
み
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
周
り
か
ら
は
ｊ
Ｊ
ん
ば

れ
ｌ
ｊ
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
年
上
の
子
が
年
下
の
子
に
勝
ち

を
譲
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
な
ど
も
あ

り
、
熱
い
中
に
も
楽
し
い
大
会
と
な
り
、

久
し
ぶ
り
に
鎮
守
の
杜
に
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
響
い
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
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まちのわだい
,……'l.:･

1:111:国大会

ｉ

関東大会での　

…………儒yS'.･'.･=i･･,･;.il'i.i･!:'.i･':i=.1"･ﾖ:i=J'i.･･i;,=･,･.,.

　………　　　　　　　　活躍を誓う

　県大会を勝ち抜き全国大会並びに関東大会出場を果たした選手たちの代表者が、大会を控えた８月４日、出場のあ

いさつに町長室を訪問しました。

　町長から、「試合に勝つことも大切ですが、他県の選手と交流を深めることも一つの目的でもあります。体調に気を

付けて頑張ってきてください｡」と、激励の言葉を受けました。

釦全国大会出場

剣道男子個人

　君島大貴（壬生中）

ご関東大会出場

剣道男子個人

　上野琢朗・海老沼大悟（以上、壬生中）

剣道男子団体

　壬生中（上野球朗・君島大貴・海老沼大悟・増田修哉・松井拓麻・

　安納司・吉田祐介）

壬生中野球部（出井優太・荒川隼雄・大島拓也・落合実乃里・赤塚

　教倫・水島優樹・梁島駿真・清水力也・大橋純・Ｅ浦成人・清水

　優介・神長翔太一岡野貴洋・義葉拓矢・椎名真人・中嶋彬人・小

　吉山達也・青木勇人）

壬生中男子バレー部（中村雄基・鈴木智之・熊倉和也・提橋郁人・

　吉田裕次・鯉沼英明・鯉沼駿一一長大佑・高山直俊・手塚晴紀・

　宇庭匠・薩葉直紀）

南犬飼中男子ソフトテニス部

　（朝日悠輔・大関隆史・大久保裕貴・太田龍馬・伊藤雷太・大類

　康史・亀岡誠・小川涼太）

南犬飼中水泳部

　男子メドレーリレー（小野祐馬・斎藤友貴・井手賢司・戸崎甫哉・

　山本駿・久谷貴央）

　男子リレー（井手賢司・斎藤友貴・小野祐馬・戸崎甫哉・高橋慧・

　佐藤春樹）

　男子100m自由形井手賢司　　男子100m平泳ぎ斎藤友貴

　女子100m平泳ぎ渡漫瑞紀　　女子100m背泳ぎ･200m背泳ぎ坂本美佐

（壬生中）写真前列左から、佐藤教諭、金子教頭、中

村、上野、君島、鯉沼、清水町長、後列左から、篠原

教育長、山□教諭、出井、金久保教諭、水島、赤塚、

安野教諭、海老沼、渡辺教諭（敬称略）

（南犬飼中）写真前列左から、渡迦、小野、朝日、大

関、清水町長、後列左から、篠原教育長、狐塚教諭、

大島教諭、五月女校長（敬称略）

･,lili;:j:

実際(1)火災を想定した火災防徳llll練を実施

JI………1………Jﾂﾞｼﾞ,;………言1=jli･,li!J!;1=1',li,;=･=1･ii゛,i,il;ii11'iil･i･i:|.
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壬生町消防団
　８月26［］、壬生町消防団（鈴木正美団長）と石橋地区消防本部な

どによる救出訓練並びに火災防御訓練が実施されました。

　訓練は二部構成で実施され、一部の常備消防による訓練は、救助

を目的としたもので、壬生中学校の屋上に要救前者が４名居るとの

想定で、１名を防災ヘリで、残り３名をハシゴ車で救出しました。

　二部の消防団の訓練は、火災をいかに早く防御・鎮圧するかとい

う消防技術の向上と、伝達・連絡体制の強化を目的としたもので、

今回初めての試みとして、団員に訓練実施場所を公表せず、通常の

火災と同じく石橋消防本部の無線指令により出動するというもので

した。「火災現場は下稲葉の鹿島神社」との無線を聞いた第２分団の

団員は、すばやく安全に現場に到着し、機敏な動きで消火活動し、

予想をはるかに上回る短い時間で消火を完了しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16



　　　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せください　広報公聴係昔81－1812
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壬生町消防団夏季点検'ili.“..･･'.･'j

　７月31日、町消防団（鈴木正美団長・団員200名）の夏季点検が、清水英世

町長、田中一男町議会議長、石橋地区消防組合消防長等出席のもと、早朝６時

から町総合運動場において実施されました。

　点検は、消防関係殉識者に対し黙祷を捧げた後、消防団長、町長等による全

団員の服装点検、機械器具点検等が行われました。また、この後金分団による

ポンプ操法並びに放水点検が行われ、早朝の夏空に一斉放水レ汽検は終了しま

した。

jil

高齢者疑似体験　　　　　

'………::l.:･i･･.･i･.･:･i･・;;:i:．･･:･:･･．:;ii;i:･il;iil:;･;･i･:･・.:;ll･1'liil･:i･i:iiiiiili'i．･ii・i,...,

　町社会福祉協議会では、高齢者の心身の特徴や介護についての理

解を図ることを目的として設置されている、高齢者疑似体験用具

「未来ちゃん」を使った指導者講習会を、８月２目と４目の２回、

町保健福祉センターで開催しました。

　講習会には、総合学習での使用を希望する町内小中学校の先生方

13名が参加し、体の自由が利かなくなるベルトや両手両足におもり

を付けたり、視界が利かなくなるゴーグルなどを身体に装着し、階

段の上り下りなどを体験。先生方からは、「腰が痛い、膝に手を置

きたくなる、お年寄りが一段一段ゆっくり階段を上り下りするのが良くわかる」等といった声が聴かれました。

　社会福祉協議会（昔82－7899）では、多くの方に利用していただき、高齢者への理解がさらに深まればと話しています。

､そばオーナーが種まき　秋の収穫が楽しみ！
下稲葉ふれあい体験農園?j.･.'･･i……

　下稲葉営農集団の会員でつくる下稲葉ふれあい体験農園そばオーナー

クラブ（鈴木理夫代表）が７月に募集したオーナーたちによる種まきが、

８月2旧、同地区のそば畑で行われました。町内外から集まった、子ど

もを含む６組24名は、同クラブメンバーの中嶋正さんの指導を受け、渡

されたそばの種を丁寧にまきました。その後そば談議に花を咲かせ、秋

の花見会や収穫祭、そば打ち体験、試食会が楽しみといった様子でした。

　同体験農園では、都市と農村の交流と地域の活性化を目指して、今年

からそばのオーナー制度を始めましたが、すでに６月にはサツマイモとトウ

モロコシを植え付けおり、それぞれ秋の収穫体験を予定しているそうです。

　８月1祀、壬生町慰霊碑管理委員会（三上義市会長）主催によ

る壬生町戦役者音原平和祈願祭が、町慰霊碑前において開催され

ました。

　平和祈願祭は、来賓に清水英世町長、田中一男議長を迎え、遺

族等関係者約65名が参列して行われました。始めに主催者並びに

来貴書が追悼の言葉を述べ、正午の時報に合わせ１分間の黙祷を

捧げました。この後、参列者一人ひとりがそれぞれの思いを巡ら

せお線香を供え、英霊の安らかな眠りと郷土の繁栄を願いました。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください　広報公聴係a81－1812

,，.,.、，.，前農業委員会長　篠原富太郎氏が表彰,……さ栽る,，、.｡,,,

　８月９出宇都宮市アピアで開催された第101回栃木県農業会議定例総会にお

いて、前農業委員会長の篠原富太郎氏が、栃木県農業会議会長表彰を受賞されま

した。

　篠原氏は、永年にわたる農業委員活動と農業委員会長として地域農業の振興発

展に大きく貢献された功績が認められ、この度の受賞となりました。

｡｡,肌で感じた「やさしさ」「おもいやり」「助け合い」 ……………………………,………,……｡,……｡,,………=｡,………｡,，

ボランティアサマースク＝ル………:.･･

　次代を担う中学生や高校生に福祉に対する理解と関心を高めても

らおうと、町社会福祉協議会主催によるボランティアサマースクー

ルが、町保健福祉センターを主会場に町内の中学生や壬生高生な

ど17名が参加して、８月８日から４日間にわたって行われました。

　サマースクールでは、「お年寄りから『学び』『考える』こと」と

題した社会福祉講座の他、点字や手話、幼児安全法講習会、高齢者

疑似体験、盲導犬体験、車いすバスケットを実際に体験しました。

　参加者からは、「実際にやってみて福祉に対する考え方が変わっ

た｡」「福祉にも様々なことがあり、自分たちでできる身近な福祉も

たくさんあることを実感した｡」など、参加して大変良かったといっ

た感想が寄せられました。

∧｡Jｲ,カ割りで楽しく交流　。=ｪ｡｡９ｓ!|,!ミ

Ｓ ……　子育て支援センター“ひよご'j."゜｀"'｡･

　８月10日、子育て支援センター“ひよご’に通っている親子を対象に、

スイカ割り大会が実施され、１歳から３歳の親子15組が参加して行われ

ました。スイカは、至宝町南自治会にお住まいの石村暁さんが大小15個

を提供してくれました。また、民生委員７名の方に子育て支援協力者と

してお手伝いをいただきました。

　参加した神山真純さん和博ちゃん（２歳11ヶ月）親子は、「初めてのスイカ割りはすごく楽しかった。今後も色々な

行事に参加したいです｡」と話していました。

　尚、同センターでは、幼少の頃から本物を体験し肌で感じる様々な行事を計画しています。また、民生委員さんと

は、経験談や受け継がれる伝承、子育て相談等異世代交流を因っています。家にこもりがちな若いお母さん方の仲問

づくりの場として、同センター（昔82－8882）を利用してほしいと話しています。

｡｡｡,癩|｡道教室の子どもたちが

慰霊碑周りを清
　７月31目、壬生町少年剣道教室（代表師範宇賀神隆）の子どもたちを始め

父兄や指導者30名が、東雲児童公園内にある慰霊碑周りの清掃を行いました。

　この清掃活動は、毎年この時期に実施しているもので、子どもたちは暑い

中ほうきや鎌をもって、清掃作業を行いました。

　また、清掃が終わった後、同剣道教室の三上義一名誉師範から、戦争体験

談を聞き平和の大切さを学んでいました。
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(幸町２丁目)(H 14. 9.1生)神山和博ちゃん
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斉藤真央ちゃん(県営壬生住宅)

　　　　(H13.9.24生)

　次回は11月生まれのアイドルを募集します。

（締切10月24日）。写真はお返しします。
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◆社会福祉協議会へ
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テットマートお客様⑩

栃木県歌謡協会下都賀支部様⑩
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壬生来小　２年

田中理奈

　絵画「お花と遊んだよ」

R100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　20
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